
F 評価不能 試験未受験等当該科目の成績評価の前提条件を満たしていない。

評価方法 期末試験の点数
出席率X 0.3

（小数点以下切り上げ）
授業中の活動評価点

（5点を基準に加点・減点）

成績評価基準

評価 評価基準 評価内容

S 90～100点

C 60～69点 合格と認められる最低限の成績を表し、到達目標を達している。

D 59点以下
合格点と認められる最低限の成績に達しておらず、到達目標を充足してお
らず単位取得が認められない。

特に優れた成績を表し、到達目標を完全に達成している。

A 80～89点 優れた成績を表し、到達目標をほぼ達成している。

B 70～79点
妥当と認められる成績を表し、不十分な点が認められるも到達目標をそれ
なりに成している。

３. 本授業科目の評価方法・基準

評価前提条件

評価基準
知識（期末試験点）

60％
自己管理力（出席点）

30％
協調性・主体性・表現力（平常点）

10％

全体の内容と概要 実用的なテキストを使い、 文法を習得し、正しい文法を使う練習をする。

授業時間外の学修 予習、復習を積極的にしてください。

履修上の注意事項等 なし

実務者教員特記欄 授業形態 講義

２．本授業科目の概要
授業の目的
到達目標

正しい文法を理解し、 英語で文章が書けるようになる。

成績評価教員 仲 恭子 講義期間 秋学期

実務者教員 いいえ 履修区分 必修

授業担当者 仲 恭子 時間数 30

講義名（コード） Academic Grammar Ⅳ B （ NCR22UB ）

対象学科 国際コミュニケーション学科 配当学年 2学年

学校法人ISI学園　専門学校⾧野ビジネス外語カレッジ
2023年度　シラバス

１．本授業科目の基本情報

科目名（コード） Academic GrammarⅣ （ NCR22U ）

対象コース 英語キャリアコース 単位数 2



参考文献・資料等

備考

15 まとめと解説 テストFB

５．本授業科目の教科書・参考文献・資料等

教科書 マーフィーのケンブリッジ英文法中級編第４版

13 総復習② 間違えやすい項目を、定着していない項目を中心に復習をする

14 テスト テスト

11 比較級、最上級を理解できる②
テキスト (Unit107)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の正し

い使い方を身につける。

12 総復習① 間違えやすい項目を、定着していない項目を中心に復習をする

9 形容詞と副詞の役割が理解できる
テキスト (Unit100/ 101)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法

の正しい使い方を身につける。

10 場所を表す前置詞が理解できる①
テキスト (Unit105/ 106)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法

の正しい使い方を身につける。

7
現在分詞、過去分詞の形容詞的用法

が理解できる①
テキスト (Unit97)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の正し

い使い方を身につける。

8
現在分詞、過去分詞の形容詞的用法

が理解できる②
テキスト (Unit98) 、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の正し

い使い方を身につける。

5
be used to, get used toを正しく使

える
テキスト (Unit71)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の正し

い使い方を身につける。

6
both, neither, either を正しく使え

る
テキスト (Unit89)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の正し

い使い方を身につける。

3
冠詞a/ an/ theの基本的な使い方が

理解できる③
テキスト (unit77/78) 、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の

正しい使い方を身につける。

4
複数形で使われる単語について理解

できる
テキスト (Unit79)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の正し

い使い方を身につける。

1
冠詞a/ an/ theの基本的な使い方を

理解できる①
テキスト（Unit72/73/74)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法

の正しい使い方を身につける。

2
冠詞a/ an/ theの基本的な使い方が

理解できる②
テキスト (Unit75/76)、ワークシート、クラスアクティビティを通して課題文法の正

しい使い方を身につける。

４．本授業科目の授業計画

回 到達目標 授業内容


